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受付開始しました。
永代祠堂料3万5千円の『新 合祠墓』完成

　

ア
メ
リ
カ
な
ど
海
外
で
高

い
評
価
を
得
て
い
る
現
代
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
五
木
田
智
央
の

初
の
美
術
館
で
の
展
覧
会
が
、

佐
倉
市
の
D
I
C
川
村
記
念

美
術
館
で
開
か
れ
て
い
る
。

　

２
つ
の
部
屋
に
分
か
れ
た

展
示
で
は
モ
ノ
ト
ー
ン
、
具

象
の
魅
力
、
素
描
、
ス
テ
ン

シ
ル
な
ど
今
ま
で
見
た
事
が

無
い
五
木
田
智
央
の
作
品
約

90
点
を
存
分
に
味
わ
う
事
が

出
来
る
。

　

特
に
今
回
の
展
示
の
た
め

に
描
き
下
ろ
さ
れ
た
新
作
11

点
は
圧
巻
。
製
作
期
間
は
約

１
カ
月
。
下
書
き
な
し
で
、

時
に
は
キ
ャ
ン
バ
ス
を
回
転
さ

せ
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
の
赴
く

ま
ま
に
制
作
さ
れ
た
作
品
だ
。

ま
た
、
原
点
と
も
い
え
る
初

期
作
品
と
最
新
作
品
も
必
見
。

エ
ジ
プ
ト
で
見
た
夕
陽
の
思

い
出
を
描
い
た
「
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｏ
」（
20
点
組
）
は
温
か
み
の

あ
る
色
彩
が
新
鮮
だ
。

　
「
来
場
者
に
は
、
ま
っ
さ
ら

な
状
態
で
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」
と
五
木
田
氏
。
今
回
は

特
別
に
五
木
田
展
会
場
に
限

り
写
真
撮
影
が
許
可
さ
れ
て

い
る
。
携
帯
の
待
ち
受
け
に

す
る
な
ど
自
分
だ
け
の
楽
し

み
が
味
わ
え
る
。

　

ま
た
、
現
代
美
術
に
よ
り

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

千
葉
市
美
術
館

で
開
催
の
「
赤
瀬

川
原
平
の
芸
術
原

論
」
展
（
10

月

28
日
〜
12
月
23

日
）
と
の
相
互
割

引
を
実
施
。
土
、

日
、
祝
日
に
は
両

館
を
結
ぶ
無
料

送
迎
バ
ス
も
運

行
す
る
。

　

25
日（
土
）
に

は
、
五
木
田
氏

と
親
交
の
あ
る

ジ
ム
・
オ
ル
ー

ク
に
よ
る
ギ
タ

ー
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
。
チ
ケ

ッ
ト
４
５
０
０

円
。（
入
館
料
込
）。

電
話
か
Ｈ
Ｐ
か

ら
申
し
込
み
を
。

　

11
月
２
日
（
日
）
は
五
木

田
氏
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
を
開
催
。
学
芸
員
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
今

後
３
回
開
催
予
定
。
毎
日
14

時
か
ら
は
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も

あ
る
。
い
ず
れ
も
入
館
料
の

み
で
参
加
可
能
。

　

道
化
あ
り
、
曲
芸
あ
り
、

い
か
が
わ
し
さ
あ
り
の
雑
多

で
わ
く
わ
く
感
が
一
杯
の
五

木
田
智
央
の
偉
大
な
る
サ
ー

カ
ス
の
世
界
を
楽
し
ん
で
み

て
は
。
月
曜
休
館
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）。
９
時
30
分

〜
17
時
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
。

http://kawam
ura-

museum.dic.co.jp/

▼
入
館
料
＝
一
般
１
２
０
０
円
、

学
生
と
65
歳
以
上
１
０
０
０

円
、
小
中
高
校
生
５
０
０
円
。

☎
０
１
２
０
・
４
９
８
・
１
３
０

ＴＯＭＯＯ ＧＯＫＩＴＡ ＴＨＥ ＧＲＥＡＴ ＣＩＲＣＵＳＴＯＭＯＯ ＧＯＫＩＴＡ ＴＨＥ ＧＲＥＡＴ ＣＩＲＣＵＳ
現代アーティスト 五木田智央

12月24日（水）まで　ＤＩＣ川村記念美術館

11月２日（日）には作家本人
のギャラリートーク開催描き下ろし作に注目

佐倉市

「Captive Bunny, 2013」（一部）と五木田智央氏

描きおろしの新作「Ｎｅｗ Sad,2014」

展示会場の様子

　

八
十
八
回
と
な
る
今
回
の

通
信
。
私
は
八
の
字
か
ら
富

士
山
の
よ
う
な
山
の
姿
が
思

い
う
か
ぶ
。
八
十
八
か
ら
は

二
つ
の
山
、
す
な
わ
ち
八
十

の
高
い
山
と
、
低
い
八
の
山

を
連
想
す
る
。

　

深
田
久
弥
が
昭
和
39
年

に
著
し
た
「
日
本
百
名
山
」。

そ
の
華
麗
で
わ
か
り
や
す
い

文
章
は
、
多
く
の
人
を
雄
大

な
山
の
と
り
こ
に
し
た
。
こ

の
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
で
あ
り
、
日
本
の

高
度
経
済
成
長
の
黎
明
期
。

一
方
で
身
近
な
里
山
海
が
開

発
・
発
展
の
下
に
消
え
て
い
っ

た
時
期
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
自
然
環
境
の
退
行
の
な
か
、

そ
の
名
著
は
人
々
を
遙
か
か

な
た
の
山
々
へ
誘
う
登
山
ブ
ー

ム
の
牽
引
役
と
な
っ
た
。

　

日
本
百
名
山
は
、
山
の
品
格
、

個
性
、
歴
史
の
３
視
点
か
ら
、 

23
年
の
歳
月
を
か
け
、
深
田

自
身
の
経
験
と
見
識
と
で
選

び
抜
か
れ
た
山
々
で
あ
る
。

私
も
富
士
山
の
亜
高
山
帯
で

約
10
年
間
森
林
遷
移
の
研
究

を
し
、
高
く
雄
大
な
山
へ
の
あ

こ
が
れ
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

　

だ
が
最
近
は
、
山
の
自
然

に
抱
か
れ
た
人
の
生
活
・
文

化
に
も
魅
せ
ら
れ
、
今
で
は

も
っ
ぱ
ら
里
山
海
で
の
人
と

自
然
の
か
か

わ
り
を
追
っ

て
い
る
。
残

念
な
が
ら
高

い
山
を
念
頭

に
お
い
た
深

田
の
百
名
山

の
中
に
千
葉

県
の
山
は
一

つ
も
な
い
が
、

百
名
山
の
富

士
山
や
筑
波

山
の
雄
姿
を

望
む
里
山
海

は
多
い
。

　

土
地
の
人

も
、
ま
た
そ

こ
を
訪
れ
る

人
も
、
人
と
自
然
、
そ
し
て

文
化
が
調
和
・
共
存
す
る
里

山
海
を
じ
っ
く
り
味
わ
い
な

が
ら
身
近
に
だ
れ
も
が
登
れ

る
山
、
す
な
わ
ち
「
里
山
百

名
山
」
が
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
と
思
う
。

　

今
年
、
８
月
11
日
が
「
山

の
日
」
と
制
定
さ
れ
、
平
成

28
年
か
ら
は
「
山
に
親
し
む

機
会
を
得
て
、
山
の
恩
恵
に

感
謝
す
る
」
国
民
の
休
日
と

な
る
。
み
ん
な
で
、
自
分
の
、

ま
た
故
郷
の
、
そ
し
て
日
本

の
「
里
山
百
名
山
」
を
選
ん

で
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
・

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

中
村
俊
彦
）

鹿
野
山
か
ら
九
十
九
谷
越
し
に
望
む
房
総
の
山
々

「
里
山
百
名
山
」の
提
案 88
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印
西
市
松
虫
に
あ
る
ア
カ

ガ
エ
ル
の
里
の
谷
津
田
で
、

先
月
13
日
、「
大
震
災
被
災

者
支
援
・
稲
刈
り
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
た
。
社
会
福
祉
法

人
「
い
ん
ば
学
舎
オ
ソ
ロ
ク

倶
楽
部
」、
自
然
保
護
サ
ー

ク
ル
「
い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ

ル
の
里
を
守
る
会
」の
共
催
で
、

約
５
千

平
方
㍍

あ
る
田

ん
ぼ
に

は
１
０

０
名
を

超
す
参

加
者
が

繰
り
出

し
、
終

日
賑
わ

っ
た
。

　

稲
刈

り
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年

で
８
年
目
。
昔
な
が
ら
の
手

作
業
で
、
鎌
を
使
っ
て
刈
り

取
り
、束
ね
て
縛
り
、
天
日

で
乾
燥
さ
せ
る
た
め
の
稲
架

に
掛
け
る
「
は
さ
が
け
」
作

業
ま
で
を
手
分
け
し
て
行
っ

た
。

　

毎
年
５
月
に
は
同
じ
田
ん

ぼ
で
田
植
え
を
行
っ
て
い
る

が
、
自
分
の
植
え
た
苗
の
場

所
を
確
認
し
な
が
ら
、
う
れ

し
そ
う
に
刈
り
取
る
人
の
姿

も
見
ら
れ
た
。
最
近
の
稲
作

で
は
コ
ン
バ
イ
ン
で
一
気
に
収

穫
す
る
の
が
主
流
だ
が
、
昔

な
が
ら
の
方
法
に
は
感
激
が

あ
る
。

　

作
業
後
は
い
ん
ば
学
舎
提

供
の
収
穫
し
た
ば
か
り
の
無

農
薬
の
新
米
を
羽
釜
で
焚
き
、

参
加
者
に
昼
食
と
し
て
振
る

舞
わ
れ
た
。
新
鮮
な
さ
ん
ま

や
手
作
り
の
味
噌
汁
な
ど
と

共
に
、
自
然
の
中
で
味
わ
う

新
米
の
味
は
格
別
だ
。

　

参
加
費
は
ワ
ン
コ
イ
ン
５

０
０
円
だ
が
、
一
部
は
被
災

地
に
寄
付
し
、
収
穫
し
た
お

米
も
今
な
お
大
震
災
で
市
内

に
避
難
さ
れ
て
い
る
世
帯
に

　
「
こ
こ
だ
と
一
つ
も
嫌
な
こ

と
が
起
こ
ら
な
い
ん
だ
よ
ね
」。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
帰
り

道
、
明
る
い
笑
顔
で
言
う
小

４
の
男
の
子
の
言
葉
に
、
母

親
は
ハ
ッ
と
し
た
。
学
校
が

い
か
に
息
子
に
と
っ
て
、
安

心
し
て
い
ら
れ
る
場
所
で
な

か
っ
た
の
か
を
思
い
知
る
。

　
「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」、
今

は
こ
こ
が
学
校
に
行
か
れ
な

い
子
ど
も
の
居
場
所
だ
。
週

４
日
10
時
〜
５
時
迄
、
ス
タ

ッ
フ
や
同
じ
不
登
校
の
子
供

た
ち
と
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
り
、

お
菓
子
を
作
っ
て
食
べ
た
り
、

希
望
す
れ
ば
勉
強
も
教
え
て

も
ら
え
る
。

　

漫
画
を
読
ん
で
も
い
い
し
、

歌
の
練
習
や
ス
ポ
ー
ツ

を
し
た
り
、
あ
る
い
は

ま
っ
た
り
と
過
ご
し
て

も
良
い
。
心
に
傷
を
持

っ
た
当
事
者
を
、
あ
り

の
ま
ま
に
受
け
入
れ
て

く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
と
自

由
な
雰
囲
気
か
ら
、
本

人
は
焦
っ
た
り
急
い
だ

り
す
る
必
要
も
感
じ
な

ねんりんピック健康マージャン印西市予選に参加した皆さん

お
裾
分
け
し
て
い
る
。
ア
カ

ガ
エ
ル
の
里
で
は
自
然
保
護

の
立
場
か
ら
無
農
薬
で
米
を

栽
培
し
て
お
り
、
周
り
に
は

小
動
物
や
植
物
も
豊
富
で
、

７
月
に
は
こ
こ
で
ザ
リ
ガ
ニ

釣
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
る
。

　
「
家
族
と
一
緒
に
、
直
接
自

然
に
触
れ
、
開
発
に
よ
り
失

わ
れ
て
い
く
里
山
の
自
然
と

景
観
を
保
全
し
、
再
生
し
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

機
会
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話

す
の
は
主
催
者
の
一
人
、
関

根
庄
五
郎
さ
ん
。
田
植
え
や

稲
刈
り
な
ど
の
行
事
に
、
来

年
こ
そ
は
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
。　

▽
問
い
合
わ
せ
☎
０
４
７

６
・
98
・
１
３
０
７
（
関
根

さ
ん
）

　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
認

知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

し
て
、「
お
酒
を
飲
ま
な
い
・

お
金
を
賭
け
な
い
・
タ
バ
コ

を
吸
わ
な
い
」
健
康
マ
ー
ジ

ャ
ン
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
紹

介
す
る
映
画
の
上
映
会
が
18

日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い

ん
ば
で
開
催
さ
れ
る
。

　

マ
ー
ジ
ャ
ン
は
認
知
症
予

防
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
大
都
市
で
福
祉
マ
ー
ジ

ャ
ン
と
し
て
大
変
な
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
全

国
健
康
福
祉
祭
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
正
式
種
目
に
も
な
っ

て
い
る
。
映
画
で
は
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
、
ま
た
諏
訪
東
京
理

科
大
学
共

通
教
育
セ

ン
タ
ー
の

篠
原
菊
紀

教
授
（
脳

科
学
）
の

認
知
症
予

防
効
果
の

実
証
研
究

な
ど
を
ド

キ
ュ
メ
ン

ト
形
式
で

報
告
し
て

い
る
。

　

上
映
会

は
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
」
予
選
に
参
加

し
た
印
西
市
民
有
志
が
４
月

か
ら
準
備
、
印
西
ふ
れ
あ
い

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
会
を
発
足

し
、
同
市
の
後
援
を
得
て
進

め
ら
れ
て
き
た
。

　
「
健
康
問
題
に
関
心
の
あ

る
人
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
そ
の
も
の

を
知
ら
な
い
な
ど
、
健
康
マ

ー
ジ
ャ
ン
を
詳
し
く
知
り
た

い
人
や
、
す
で
に
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る

人
々
に
も
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の

情
報
が
満
載
の
記
録
映
画
」

と
、
会
で
は
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　

な
お
、
11
月
か
ら
毎
週
末
、

印
西
ふ
れ
あ
い
健
康
マ
ー
ジ

ャ
ン
教
室
を
開
催
で
き
る
よ

う
準
備
中
。

▼
日
時
：
10
月
18
日
（
土
）

　

10
時
〜
。

▼
会
場
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
い
ん
ば
３
Ｆ
会
議
室
（
北

総
線
印
旛
日
本
医
大
駅
下
車

徒
歩
15
分
）。

▼
参
加
費
：
無
料
。

▽
問
い
合
わ
せ
☎
０
９
０
・

２
３
３
１
・
５
１
０
４
（
植

村
さ
ん
）

い
。
ゆ
っ
く
り
と
自
分
ら
し

さ
を
取
り
戻
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え
ら
れ
る
貴
重
な

空
間
。

　

シ
リ
ー
ズ
①
で
紹
介
し
た

よ
う
に
、
25
年
度
「
不
登
校
」

の
小
中
学
生
は
前
年
度
よ
り

約
７
千
人
増
え
、
６
年
ぶ
り

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
安
倍

首
相
は
先
月
１
日
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
「
東
京
シ
ュ
ー
レ
」

を
視
察
し
た
。
い
じ
め
等
で

学
校
に
行
か
れ
な
児
童
や
生

徒
の
学
習
権
確
保
の
問
題
は
、

「
い
じ
め
防
止
対
策
等
推
進

法
」附
則
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

喫
緊
の
課
題
で
も
あ
る
。ま
た
、

教
育
再
生
会
議
第
五
次
提
言

で
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等

に
関
す
る
調
査
研
究
費
９
千

８
０
０
万
円
が
新
規
事
業
と

し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

学
校
が
ダ
メ
で
も
、
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
が
あ
る
。
し
か

し
習
志
野
市
に
あ
る
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
ネ
モ
の
前
北
さ
ん

は
「
来
た
く
て
も
来
ら
れ
な

い
子
供
た
ち
が
い
る
」
と
話

す
。
一
般
的
に
会
費
が
月
３

万
か
ら
５
万
円
。
数
も
少
な

く
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

登
録
団
体
は
約
70
で
、
県
内

で
は
８
カ
所
に
す
ぎ
な
い
現

状
だ
。
や
っ
と
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
が
当
た
り
始
め
た
、
学

校
で
は
な
い
も
う
一
つ
の
学

び
の
場
へ
財
政
面
、
学
習
面

で
の
大
き
な
支
援
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。

▽「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
ネ
モ
」

問
い
合
わ
せ
☎
０
４
７
・
４

１
１
・
５
１
５
９
（
前
北

さ
ん
）
月
、
木
、
金
、
土
曜
。

石
原
み
さ
子
レ
ポ
ー
ト

「
学
校
に
行
け
な
い
子
供
た
ち
」②

「
学
校
に
行
け
な
い
子
供
た
ち
」②リ

ー
ベ
・
フ
ラ
ウ

大念寺 船橋市馬込町1120
電話047(439)6547会場

念
々
寄
席
第
281
回

10
月
16
日
　

木
　

午
後
６
時
よ
り
８
時
頃

今月の出演

木
戸
銭

３
０
０
円

隅
田
川  

馬 

石

 

春
風
亭 

朝
之
助

寿
・
二
つ
目
昇
進  

一
力
改
め

11月  2日（日）
=毎月第一日曜日＝

写経会 第318回 法話会第169回

（　）

午前9時～10時

大念寺の月例催し大念寺の月例催し

午前10時１５分～
　　　１1時30分

会費５００円

会費無料

心を込めて「般若心経」を毛
筆で写経。最初から上手な人
はいません。積み重ね、続ける
ことが大切。用具不要、納経致
します。お気軽にどうぞ

住職を囲んで法
話と仏事の相談

女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル  

リ
ー
ベ
・
フ
ラ
ウ

日報連 Gallery（ギャラリー）

　

県
内
を
中
心
に
、
毎
月
自

然
観
察
会
を
主
宰
す
る
印
西

ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
が

今
月
13
日
ま
で
花
の
丘
公
園

で
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
て
い

る
。
北
総
の
自
然
の
中
で
会

員
が
撮
り
た
め
た
野
鳥
や
昆

虫
、
植
物
な
ど
の
写
真
と
ゲ

ス
ト
で
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
、

ケ
ビ
ン
・
シ
ョ
ー
ト
さ
ん
の

イ
ラ
ス
ト
も
展
示
さ
れ
る
。

　

12
日（
日
）、13
日（
月
・
祝
）

に
は
、
会
場
で
子
供
に
人
気

の
ド
ン
グ
リ
ク
ッ
キ
ー
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
参
加

は
無
料
。
第
２
水
曜
休
館
。

パ
ネ
ル
展
の
会
期
は
13
日
ま

で
。
９
時
か
ら
17
時
、
最
終

日
の
13
日
は
15
時
30
分
ま
で
。

　

北
総
花
の
丘
公
園
の
園
内

は
ア
カ
ソ
バ
の
花
が
見
ご
ろ
。

12
日
（
日
）
に
は
花
と
緑
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
ク
ラ
フ
ト
教

室
、
手
作
り
作
家
の
出
店
も

あ
る
の
で
出
か
け
て
み
て
は
。

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅

か
ら
徒
歩
10
分
。▽
問
い
合

わ
せ
☎
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
６
・

47
・
１
４
５
５
（
阿
部
さ
ん
）

　和洋女子大では、学生の手による園児のための粘土
のお弁当展を開催中だ。
　これは同校の発達学類で幼稚園や保育所の先生を目
指す学生らが、造形の授業で粘土のお弁当を制作した
もので、園児がときめく夢いっぱいのファンタジーワー
ルドが広がる。
　粘土で作った 50 点の本物そっくりのカワイイお弁当
は 11 月 12 日までと、11 月 19 日から 29 日まで、和
洋女子大東館 17階にある文化資料館で展示されている。
日曜祝日休館。11 月２日（日）と 11 月 24 日（月･振
替休日）は開館。10時から16時 30分まで。観覧無料、
予約不要。▽問い合わせ☎０４７・３７１・２４９４

■
日
大
薬
学
部
「
薬
草
教
室
」

　

11
月
３
日
13
時
〜
14
時
30

分
「
薬
草
を
使
っ
た
草
木
染
」

井
上
和
子
講
師
、
14
時
40
分

〜
16
時
「
薬
用
植
物
園
ガ
イ

ド
」
北
中
進
教
授
解
説
。
日

大
薬
学
部
８
号
館
２
階
８
２

ち
ば
な
う
！
伝
言
板

伝
言
板

ち
ば
な
う
！

１
Ａ
講
義
室
と
植
物
園
。
申

し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
。

先
着
１
０
０
名
。☎
０
４
７
・

４
６
５
・
２
１
１
１

県立北総花の丘公園第一展示室
13日まで

園
児
の
た
め
の
カ
ワ
イ
イ
！

園
児
の
た
め
の
カ
ワ
イ
イ
！

園
児
の
た
め
の
カ
ワ
イ
イ
！

こ
ど
も
の
発
達
学
類
の

　
　
　
学
生
に
よ
る
粘
土
の
お
弁
当
展

和
洋
女
子
大 市川市

印西市
大震災被災者支援

稲刈り祭り アカガエルの里
ふ
れ
あ
い
健
康

　
　
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
映
画

18
日

上
映
会ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば 印西市

印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド

２
０
１
４
　
第
五
回
パ
ネ
ル
展

北
総
の
自
然
ア
ル
バ
ム

エ
ノ
キ
　
印
西
市
中
根

朝
ド
ラ
﹁
花
子
と
ア
ン
﹂
の
榎
の
木

印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド

２
０
１
４
　
第
五
回
パ
ネ
ル
展

北
総
の
自
然
ア
ル
バ
ム

エ
ノ
キ
　
印
西
市
中
根

朝
ド
ラ
﹁
花
子
と
ア
ン
﹂
の
榎
の
木

参
加
無
料

ふ
れ
あ
い
健
康

　
　
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
映
画

ふ
れ
あ
い
健
康

　
　
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
映
画

　

ロ
ッ
テ
の
司
令
塔
と
し
て

活
躍
し
た
里
崎
智
也
捕
手

（
38
）
が
引
退
を
表
明
し
た
。

プ
ロ
16
年
で
日
本
一
２
度
、Ｗ

Ｂ
Ｃ
日
本
代
表
と
し
て
世
界

一
１
度
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
出

場
７
回
と
輝
か
し
い
実
績
を

残
し
て
、ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
脱
ぐ
。

　
「
入
団
し
た
頃
は
30
歳
ま

で
や
れ
た
ら
い
い
な
あ
。
10

年
や
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
い

う
レ
ベ
ル
で
し
た
。
そ
れ
が

こ
れ
だ
け
長
い
事
、
や
れ
て
、

い
い
思
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
本

当
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
」

　

９
月
12
日
に
Ｑ
Ｖ
Ｃ
マ
リ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
行
わ
れ
た

記
者
会
見
に
は
70
人
以
上
の

報
道
陣
が
詰
め
か
け
た
。
そ

の
中
で
、
人
目
は
ば
か
ら
ず
、

涙
し
た
。
涙
を
止
め
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。

　

輝
か
し
い
実
績
の
中
で
、

華
や
か
な
選
手
と
の
印
象
が

強
い
が
、
幾
多
の
苦
難
を
乗

り
越
え
て
、
一
流
選
手
に
上

り
詰
め
た
。
現
役
時
代
で
４

度
の
手
術
。
捕
手
と
い

う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
肉
体

的
に
過
酷
で
、
痛
み
は

絶
え
な
か
っ
た
。

　
「
体
が
壊
れ
て
も
い

い
。
い
つ
辞
め
て
も
い

い
と
い
う
思
い
で
最
後

の
方
は
プ
レ
ー
を
し
て

い
た
。
だ
か
ら
、
悔
い

は
な
い
」

　

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
も
い

え
る
笑
顔
の
裏
に
苦
し
さ
を

隠
し
て
い
た
。
そ
し
て
誰
よ

り
も
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
た
選

手
だ
っ
た
。
試
合
後
の
正
面

入
り
口
前
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
開
催
。
オ
フ
に
は
プ
ロ

野
球
選
手
と
し
て
は
異
例
の

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
も
開
催
し

た
。
今
は
定
番
の
ブ
ロ
グ
を

06
年
に
い
ち
早
く
導
入
し
、

毎
日
更
新
し
た
。
す
べ
て
は

フ
ァ
ン
に
喜
ん
で
も
ら
う
た

め
だ
っ
た
。

　
「
最
高
で
最
上
の
日
々
で

し
た
」

　

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
男
は

静
か
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
脱
ぐ
。

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
一

時
代
を
築
い
た
男
の
事
を
フ

ァ
ン
は
忘
れ
な
い
。

（
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

広
報　

梶
原
紀
章
）http:

//www.marines.co.jp/

が
ん
ば
れ  

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

里
崎
引
退



（3）　２０１4年（平成２６年）10月１日（水） 第１６６号

ねんりんピック健康マージャン印西市予選に参加した皆さん

　

マ
ー
ジ
ャ
ン
は
認
知
症
予

防
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
大
都
市
で
福
祉
マ
ー
ジ

ャ
ン
と
し
て
大
変
な
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
全

国
健
康
福
祉
祭
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
正
式
種
目
に
も
な
っ

て
い
る
。
映
画
で
は
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
、
ま
た
諏
訪
東
京
理

科
大
学
共

通
教
育
セ

ン
タ
ー
の

篠
原
菊
紀

教
授
（
脳

科
学
）
の

認
知
症
予

防
効
果
の

実
証
研
究

な
ど
を
ド

キ
ュ
メ
ン

ト
形
式
で

報
告
し
て

い
る
。

　

上
映
会

は
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
」
予
選
に
参
加

し
た
印
西
市
民
有
志
が
４
月

か
ら
準
備
、
印
西
ふ
れ
あ
い

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
会
を
発
足

し
、
同
市
の
後
援
を
得
て
進

め
ら
れ
て
き
た
。

　
「
健
康
問
題
に
関
心
の
あ

る
人
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
そ
の
も
の

を
知
ら
な
い
な
ど
、
健
康
マ

ー
ジ
ャ
ン
を
詳
し
く
知
り
た

い
人
や
、
す
で
に
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る

人
々
に
も
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の

情
報
が
満
載
の
記
録
映
画
」

と
、
会
で
は
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　

な
お
、
11
月
か
ら
毎
週
末
、

印
西
ふ
れ
あ
い
健
康
マ
ー
ジ

ャ
ン
教
室
を
開
催
で
き
る
よ

う
準
備
中
。

▼
日
時
：
10
月
18
日
（
土
）

　

10
時
〜
。

▼
会
場
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
い
ん
ば
３
Ｆ
会
議
室
（
北

総
線
印
旛
日
本
医
大
駅
下
車

徒
歩
15
分
）。

▼
参
加
費
：
無
料
。

▽
問
い
合
わ
せ
☎
０
９
０
・

２
３
３
１
・
５
１
０
４
（
植

村
さ
ん
）

　

船
橋
市
役
所
近
く
に
あ
る

石
井
食
品
本
社
１
階
に
地
域

住
民
が
集
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ハ
ウ
ス
「
ヴ
ィ
リ
ジ
ア
ン
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
レ
ス
ト

ラ
ン
や
直
売
店
が
あ
り
、
バ

ー
チ
ャ
ル
工
場
見
学
や
食
に

関
す
る
書
籍
の
閲
覧
、
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
老
若

男
女
や
親
子
連
れ
が
楽
し
め

る
施
設
だ
。ヴ
ィ
リ
ジ
ア
ン
と

は
ラ
テ
ン
語
で
「
緑
の
進
化
」

の
意
味
。

　

直
売
店
で
は
ご
当
地
ミ
ー

ト
ボ
ー
ル
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
の
食
品
、
大
鵬
直
伝
の
ち
ゃ

ん
こ
鍋
ス
ー
プ
が
人
気
。
工

場
直
売
の
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
は

87
円
。
通
販
と
直
売
店
の
限

定
商
品
が
多
数
揃
っ
て
い
る
。

　

直
売
店
で
購
入
し
た
も
の

を
そ
の
ま
ま
温
め
て
食
べ
ら

れ
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
近

所
の
会
社
員
な
ど
も
よ
く
利

用
し
て
い
る
そ
う
。
定
期
的

に
メ
ニ
ュ
ー
が
か
わ
る
２
種

類
あ
る
ラ
ン
チ
は
６
０
０
円

〜
。
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
マ
マ
た
ち
に
も
人
気
。

　

素
材
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
毎
月
有
料
の
料

理
教
室
を
開
催
。
石
井
食
品

で
販
売
の
、
お
せ
ち
料
理
の

監
修
を
す
る
シ
ェ
フ
ら
が
講

師
を
務
め
る
。
取
材
時
は
本

格
四
川
料
理
の
天
外
天
、
中

川
優
総
料
理
長
が
海
老
を
使

っ
た
料
理
３
種
を
レ
ク
チ
ャ

ー
。
参
加
者
は
真
剣
な
表
情

で
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
。

　
「
プ
ロ
の
料
理
は
ど
れ
も
美

味
し
く
、
気
に
入
っ
た
」
と

津
田
沼
の
塩
田
富
貴
子
さ
ん

（
73
）。
10
日
は
防
災
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
、
避
難
訓
練
体

~おうちでごはん~

　ビーツはきれいに洗い皮をむいたらシュレッダーですりおろします。オイル、粒マ
スタード、塩を 10：５：０．5（塩は味をみながら少しずつ加減してください）の割合
で混ぜドレッシングを作り、混ぜ合わせます。
　粒マスタードの酸味とまろやかさがビーツの味わいを引き立ててくれます。時間が
たつと味がなじみ、そのままでも美味しいですが、たっぷり作り置きして、食べる時
に他の野菜や、ボイルした鶏胸肉や魚介類など他の素材を加えると変化を楽しめます。

遠藤ミホのおいしいお皿遠藤ミホのおいしいお皿遠藤ミホのおいしいお皿
　まるで着色したような、「はっ」とするほど鮮やかな赤紫の野菜
ビーツは「火焔菜」という別名もあるほど。ロシアの赤いシチュー、
ボルシチに入っている野菜というとイメージしやすいでしょう。
ロシアをはじめヨーロッパやアフリカ諸国、インド、スリランカ
など広い地域で食べられています。
　日本ではなじみが薄く、缶詰が一般的でしたが最近では各地で栽培されるよう
になり生のビーツを見ることが多くなりました。ほうれん草や、砂糖の原料とな
る甜菜の仲間ですので、ほんのりとした甘味とふわりとした土の香りが特徴です。
ほうれん草の根元の甘さと香りを想像してください！
　ビーツを使ったお料理はあまりに鮮やかに染まるので、どなたにお出ししても
その色に感嘆の声が上がります。ポテトサラダにほんの少し混ぜ込めば芝桜のよ
うな色に。ビーツをメインにサラダを作れば他のお野菜までルビー色になります。
絞り汁を使ってラズベリー色のパンケーキを作ることもできます。
　赤い色素は水に溶けやすいので丸ごと皮付きのまま茹でたり蒸したりして下ごしらえしてから使います。柔
らかくなるまで 40 分から１時間程度かかるので、下ごしらえの時間がない時や、フレッシュさを楽しみたい
時は生のままサラダで召し上がるのはいかがでしょう。

生ビーツのサラダ生ビーツのサラダ

『ビーツ』『ビーツ』

「タコ頭とビーツのサラダ」

【
講
評
】　

イ
ヌ
に
ほ
え
ら
れ
て
ピ
ン
チ
の
ネ
コ
！
と
思
い
き

や
、
こ
の
２
匹
は
い
つ
も
仲
良
し
。
飼
い
主
は
違
う
が
イ
ヌ

の
散
歩
の
途
中
、
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
う
ち
に
じ
ゃ
れ
合

う
仲
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
作
者
が
ネ
コ
に
レ
ン
ズ
を
向
け
る

と
、
よ
そ
者
の
登
場
に
き
ょ
と
ん
と
し
た
表
情
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
報
連
・
内
林
克
行
） 

　
　

   　
　
　
　
　
　
　

＝
写
真
提
供
・
船
橋
支
部
＝

「友達」

日報連 Gallery（ギャラリー）日報連 Gallery（ギャラリー）

和田賴育さん（船橋市）毎
日
新
聞
船
橋
支
局
で
写
真
教
室
開
催
中
！　

問
い
合
わ
せ
☎
03
〜
３
２
１
３
〜
４
６
２
０

験
や
非
常
食
の
ラ
ン
チ
体
験

を
予
定
。
今
後
は
お
せ
ち
料

理
な
ど
の
料
理
教
室
も
開
催

す
る
。

　

仕
事
帰
り
に
ふ
ら
り
と
立

ち
寄
れ
る
よ
う
に
お
つ
ま
み

や
琥
珀
エ
ビ
ス
生
ビ
ー
ル（
５

０
０
円
）、
同
社
の
石
井
会

長
セ
レ
ク
ト
の
ク
ロ
ア
チ
ア

産
ワ
イ
ン
な
ど
も
用
意
。
価

格
は
す
べ
て
税
込
み
。

　

無
添
加
調
理
に
こ
だ
わ
っ

た
石
井
食
品
が
地
域
の
人
た

ち
に
ど
の
よ
う
な
新
た
な
提

案
を
し
て
い
く
の
か
注
目
だ
。

11
時
〜
19
時
。（
ラ
ス
ト
オ

ー
ダ
ー
18
時
30
分
）。
日
曜

祝
日
定
休
。
今
後
変
更
の
可

能
性
あ
り
。Ｈ
Ｐ
で
確
認
を
。

http://www.ishiifood.co.jp/
▼
船
橋
市
本
町
２―

７―
17
。▽
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

☎
０
４
７
・
４
３
１
・
２
６
７
３

　和洋女子大では、学生の手による園児のための粘土
のお弁当展を開催中だ。
　これは同校の発達学類で幼稚園や保育所の先生を目
指す学生らが、造形の授業で粘土のお弁当を制作した
もので、園児がときめく夢いっぱいのファンタジーワー
ルドが広がる。
　粘土で作った 50 点の本物そっくりのカワイイお弁当
は 11 月 12 日までと、11 月 19 日から 29 日まで、和
洋女子大東館 17階にある文化資料館で展示されている。
日曜祝日休館。11 月２日（日）と 11 月 24 日（月･振
替休日）は開館。10時から16時 30分まで。観覧無料、
予約不要。▽問い合わせ☎０４７・３７１・２４９４

■
日
大
薬
学
部
「
薬
草
教
室
」

　

11
月
３
日
13
時
〜
14
時
30

分
「
薬
草
を
使
っ
た
草
木
染
」

井
上
和
子
講
師
、
14
時
40
分

〜
16
時
「
薬
用
植
物
園
ガ
イ

ド
」
北
中
進
教
授
解
説
。
日

大
薬
学
部
８
号
館
２
階
８
２

食
品
メ
ー
カ
ー
が

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
オ
ー
プ
ン

Ｖ
ｉ
ｒ
ｉ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ

（
ヴ
ィ
リ
ジ
ア
ン
）
石
井
食
品 船橋市

日本大学松戸歯学部では歯科と医科が一体となった「メディコデン
タルサイエンス」を実践している。最前線で活躍する歯科・医科のス

ペシャリストに、医療現場
の現在と未来について連
載でリポートしてもらう。

　

む
し
歯
で
歯
が
痛
ん
だ
り
、

頬
が
腫
れ
た
経
験
を
さ
れ
た

方
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
疾
患

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
歯
内

療
法
で
す
。
聞
き
な
れ
な
い

治
療
の
分
野
で
す
が
、
歯
科

治
療
の
中
で
も
最
も
多
く
行

わ
れ
て
い
る
治
療
の
一
つ
で
す
。

　

一
般
的
に
は
、
深
い
む
し

歯
の
治
療
や
神
経
を
と
る
治

療
あ
る
い
は
、
根
の
治
療
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
む
し

歯
に
な
り
根
だ
け
に
な
っ
た
歯

で
も
歯
を
抜
か
ず
に
再
び
噛

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

よ
う
治
療
す
る
分
野
で
す
。

　

歯
の
構
造
は
、
図
１
に
示

す
よ
う
に
い
ち
ば
ん
外
側
に

エ
ナ
メ
ル
質
、
そ
の
内
側
に

歯
の
根
ま
で
を
含
む
歯
の
本

体
を
構
成
す
る
象
牙
質
、
さ

ら
に
歯
の
中
心
に
歯
髄
が
あ

り
ま
す
。

　

エ
ナ
メ
ル
質
は
カ
ル
シ
ウ

ム
と
リ
ン
酸
か
ら
な
る
ハ
イ

ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
い
う

生
体
で
最
も
硬
い
組
織
で
す
。

象
牙
質
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
と
ハ

イ
ド
ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
か

ら
な
り
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
鉄

骨
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

　

歯
の
神
経
と
言
わ
れ
て
い

る
歯
髄
は
、
歯
が
萌
出
し
た

後
も
象
牙
質
を
作
り
続
け
歯

の
丈
夫
さ
を
増
し
続
け
て
い

ま
す
。
柔
軟
性
の
あ
る
象
牙

質
と
硬
い
エ
ナ
メ
ル
質
の
絶

妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
、
な
ん
で

も
よ
く
噛
め
る
よ
う
に
で
き

て
い
ま
す
。

　

い
か
に
硬
い
組
織
で
す
が
、

唯
一
酸
に
弱
い
の
が
欠
点
で

す
。
歯
の
表
面
に
付
着
し
た

細
菌
が
産
生
す
る
酸
で
歯
は

簡
単
に
溶
か
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
キ
シ
リ
ト
ー
ル
の
ガ

ム
で
再
石
灰
化
が
起
き
ま
す

が
、
歯
の
外
層
の
エ
ナ
メ
ル

質
の
ほ
ん
の
1
0
0
μ
m
程

度
し
か
起
き
ま
せ
ん
。

む
し
歯
は
元
に
戻
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
疾
患
で
す

　

む
し
歯
に
な
っ
た
こ
と
に

気
づ
か
ず
に
い
る
と
冷
た
い

水
な
ど
に
し
み
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
む
し
歯

に
対
す
る
歯
髄
が
発
す
る
警

報
で
す
。
こ
の
時
期
（
軽
度

の
歯
髄
炎
）
に
治
療
を
す
れ

ば
ほ
と
ん
ど
の
歯
は
歯
髄
を

と
ら
ず
に
治
療
で
き
ま
す

（
図
２
）。

　

こ
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
歯

は
疼
き
始
め
、
昼
夜
問
わ
ず

痛
み
出
し
ま
す
（
図
３
）。

こ
の
時
期（
重
度
の
歯
髄
炎
）

に
な
る
と
歯
髄（
歯
の
神
経
）

を
と
る
治
療
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
放
置
し
て

お
く
と
歯
髄
は
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
強
烈
な
痛
み
は
な

く
な
り
ま
す
が
、
歯
髄
は
、

細
菌
の
温
床
と
な
り
根
の
先

に
膿
が
た
ま
る
よ
う
に
な
り
、

頬
が
腫
れ
ま
す
（
図
４
）（
根

尖
性
歯
周
炎
）。
根
の
中
の

細
菌
を
き
れ
い
に
取
り
出
す

治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

次
回
か
ら
、
歯
髄
や
歯
の
根

の
治
療
に
つ
い
て
お
話
を
い

た
し
ま
す
。

神
経
を
失
っ
た
歯
の
行
き
先

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部

歯
内
療
法
学
講
座

教
授  

松
島
　
潔  

先
生

　

な
ん
で
、
こ
ん
な
痛
む
歯

髄
が
必
要
な
の
、
と
思
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

神
経
を
と
る
と
も
う
痛
ま
な

い
と
安
心
さ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

　

歯
内
療
法
の
後
、
神
経
を

失
っ
た
歯
は
最
終
的
に
金
属

や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
で
歯
の
形
を

整
え
て
再
び
噛
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
歯
の

丈
夫
さ
を
維
持
や
む
し
歯
か

ら
の
警
鐘
を
し
て
い
た
歯
髄

が
な
く
な
り
、
歯
が
割
れ
た

り
、
再
び
む
し
歯
に
な
っ
て

も
気
づ
か
な
く
な
り
、
歯
髄

が
あ
る
歯
と
比
較
し
て
早
期

に
抜
歯
に
な
る
こ
と
が
統
計

的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
む

し
歯
に
し
な
い
こ
と
が
一
番

で
す
。

■
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
付

属
病
院

☎
０
４
７
・
３
６
０
・
９
５

６
１

むし歯から始まる神経の疾患
医療最前線 124Drリポート

ReportD
o
cto
r

R
ep
o
rt

エナメル質

歯　髄

歯槽骨

歯根膜

むし歯 むし歯 むし歯

痛いっ！

膿
図 1
歯の構造

図 2
軽度の歯髄炎
（しみる程度の痛み）

図 3
重度の歯髄炎
（強烈な痛み）

図 4
根尖性歯周炎
（頬の腫れ）

痛いっ！

歯
内
療
法
と
は

昭
和

　

小
学
校
の
下
校
時
、
学
校

前
の
子
供
向
け
の
露
店
を
よ
く

覗
い
た
も
の
だ
。
小
遣
い
で
買

え
る
お
も
ち
ゃ
や
、
手
品
な
ど

を
売
っ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
が

子
供
だ
ま
し
の
類
で
あ
っ
た
が
、

陳
列
し
て
い
る
ム
シ
ロ
の
前
に

自
然
と
寄
っ
て
い
く
の
は
低
学

年
が
中
心
だ
。

　

男
子
が
興
味
を
示
す
の
は
鉄

砲
。
素
材
が
竹
の
場
合
は
中
に

湿
ら
せ
た
紙
玉
を
詰
め
、
針
金

の
場
合
は
輪
ゴ
ム
で
飛
ば
す
。

い
ず
れ
も
遊
ん
で
い
る
と
す
ぐ

に
壊
れ
る
の
で
、
何
度
も
買
っ

た
記
憶
が
あ
る
。

　
「
パ
チ
ン
コ
」は
関
西
で
は「
い

っ
し
ゃ
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

た
ぶ
ん
石
槍
が
変
化
し
た
も
の

だ
と
思
う
が
、皆
が
持
っ
て
い
た
。

竹
木
や
金
属
を
Ｙ
字
型
に
加
工

し
、
平
型
ゴ
ム
を
つ
け
て
、
小

石
な
ど
を
弾
丸
が
わ
り
に
飛
ば

す
危
険
な
シ
ロ
モ
ノ
だ
。

　

手
品
系
に
は
何
度
も
騙
さ

れ
た
。
大
枚
５
円
を
奮
発
し

て
買
っ
て
、
友
だ
ち
に
見
せ
な

い
約
束
で
家
に
帰
っ
て
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
開
け
て
み
る
と
、

す
べ
て
「
な
ー
ん
だ
」
と
な
る

姑
息
な
品
物
だ
。

　

手
品
と
は
違
う
が
、
小
さ

な
硬
い
紙
を
上
下
２
ヶ
所
紙
テ

ー
プ
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
上
下
左

右
に
パ
タ
パ
タ
と
絵
や
文
字
が

軽
快
に
動
く
遊
具
に
も
興
味
を

惹
か
れ
た
。

　

小
学
校
か
ら
自
宅
ま
で
は
歩

い
て
15
分
。
在
校
中
に
校
区
外

に
引
っ
越
し
た
の
で
後
半
の
私

は
越
境
通
学
を
し
て
い
た
。
帰

り
道
に
は
大
き
な
県
立
公
園
が

あ
り
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、
カ
エ

ル
の
卵
探
し
、
セ
ミ
や
ト
ン
ボ

取
り
、
雪
合
戦
な
ど
で
よ
く
道

草
を
食
っ
た
。

　

中
で
も
公
園
の
山
谷
で
の
か

け
っ
こ
や
鬼
ご
っ
こ
は
遊
び
の
メ

イ
ン
だ
。
ラ
ン
ド
セ
ル
や
バ
ッ
グ

を
持
っ
て
の
運
動
は
と
て
も
疲
れ

る
。
衣
服
の
汚
れ
は
多
分
、
学

校
よ
り
帰
り
道
に
つ
け
た
も
の
だ
。

　

午
後
５
時
ま
で
の
道
草
遊
び

な
ら
、
親
も
ご
近
所
の
子
供
た

ち
が
帰
宅
し
て
い
な
け
れ
ば
心

配
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
、
鷹

揚
で
自
由
な
時
代
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
一
夫
）

http://dachsjp.com

昭
和
昭
和
昭
和

道 

草

ぼ
く
た
ち
の

も
の
が
た
り

も
の
が
た
り 15

　

ロ
ッ
テ
の
司
令
塔
と
し
て

活
躍
し
た
里
崎
智
也
捕
手

（
38
）
が
引
退
を
表
明
し
た
。

プ
ロ
16
年
で
日
本
一
２
度
、Ｗ

Ｂ
Ｃ
日
本
代
表
と
し
て
世
界

一
１
度
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
出

場
７
回
と
輝
か
し
い
実
績
を

残
し
て
、ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
脱
ぐ
。

　
「
入
団
し
た
頃
は
30
歳
ま

で
や
れ
た
ら
い
い
な
あ
。
10

年
や
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
い

う
レ
ベ
ル
で
し
た
。
そ
れ
が

こ
れ
だ
け
長
い
事
、
や
れ
て
、

い
い
思
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
本

当
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
」

　

９
月
12
日
に
Ｑ
Ｖ
Ｃ
マ
リ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
行
わ
れ
た

記
者
会
見
に
は
70
人
以
上
の

報
道
陣
が
詰
め
か
け
た
。
そ

の
中
で
、
人
目
は
ば
か
ら
ず
、

涙
し
た
。
涙
を
止
め
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。

　

輝
か
し
い
実
績
の
中
で
、

華
や
か
な
選
手
と
の
印
象
が

強
い
が
、
幾
多
の
苦
難
を
乗

り
越
え
て
、
一
流
選
手
に
上

り
詰
め
た
。
現
役
時
代
で
４

度
の
手
術
。
捕
手
と
い

う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
肉
体

的
に
過
酷
で
、
痛
み
は

絶
え
な
か
っ
た
。

　
「
体
が
壊
れ
て
も
い

い
。
い
つ
辞
め
て
も
い

い
と
い
う
思
い
で
最
後

の
方
は
プ
レ
ー
を
し
て

い
た
。
だ
か
ら
、
悔
い

は
な
い
」

　

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
も
い

え
る
笑
顔
の
裏
に
苦
し
さ
を

隠
し
て
い
た
。
そ
し
て
誰
よ

り
も
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
た
選

手
だ
っ
た
。
試
合
後
の
正
面

入
り
口
前
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
開
催
。
オ
フ
に
は
プ
ロ

野
球
選
手
と
し
て
は
異
例
の

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
も
開
催
し

た
。
今
は
定
番
の
ブ
ロ
グ
を

06
年
に
い
ち
早
く
導
入
し
、

毎
日
更
新
し
た
。
す
べ
て
は

フ
ァ
ン
に
喜
ん
で
も
ら
う
た

め
だ
っ
た
。

　
「
最
高
で
最
上
の
日
々
で

し
た
」

　

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
男
は

静
か
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
脱
ぐ
。

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
一

時
代
を
築
い
た
男
の
事
を
フ

ァ
ン
は
忘
れ
な
い
。

（
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

広
報　

梶
原
紀
章
）http:

//www.marines.co.jp/

MASARU のタロット占い
【　】… タロットカード
　★　… ラッキーフード
http://masanimasaru.com

10月1日～11月4日 MASARU のタロット占いMASARU のタロット占い
１月　生まれ１月　生まれ

【女教皇・正】新しい課題
が与えられる予感。これま
でに学んできたことを活か
せば飛躍のチャンスとなり
ます。知識は惜しみなく提
供して。★ざくろ

２月　生まれ

【審判・正】見返りを求めず
にしてきたことが評価され
るとき。周囲があなたの本
質に理解を示すでしょう。
誤解があった人とも復縁の
兆し。★レモン

３月　生まれ

【運命の輪・正】新展開が起
こる可能性大。それは、新た
に知り合う人からもたらさ
れるでしょう。刺激を受けそ
うな場には積極的に参加
を。★新蕎麦

４月　生まれ

【塔・逆】気持ちを晴れやか
にするためには、気がかり
の案件に思い切って挑むし
かありません。これ以上の
先延ばしは無意味。即、行
動を。★ぶどう

５月　生まれ

【星・逆】流行を学ぶと運気
アップ。自分の好みにこだ
わり過ぎて時代遅れになっ
ていませんか？食わず嫌い
はせずに気軽に取り入れて
正解。★りんご

６月　生まれ

【法皇・正】楽観的な夢を語
るよりも、今は真摯に学ぶ
ことを大切にしたいとき。と
くに、年上の人に教えを乞
うと実り多い時期となるで
しょう。★栗

７月　生まれ

【正義・正】仕事と私生活の
バランスを見直す好機。だ
らだら残業をやめる、休み
の遊び疲れを仕事に持ち
込まない等、めりはりをつ
ける工夫を。★柿

８月　生まれ

【吊るされた男・正】誰かの
ためになることをすると新
しい世界が開けます。ちょっ
とした行動でも効果は大。
勇気を出して思いやりを示
して。★銀杏

９月　生まれ

【隠者・逆】周囲に対する見
方を変えることが運気アッ
プの鍵。自分と相手の比較
や、欠点の粗探しするのは
やめて長所を素直に認め
ましょう。★里芋

10月　生まれ

【世界・逆】退屈をしている
と身も心も不調に。とりあえ
ず、外に出て散歩をするだ
けでも新展開は起こりま
す。まずはだらだら生活に
決別を。★秋鮭

11月　生まれ

【力・逆】ものごとを継続さ
せるのが難しく、三日坊主
コンプレックスを抱きそう。
しかし、そこでめげずに、即
再スタートすれば挽回は可
能！★蒟蒻

12月　生まれ

２月　生まれ ３月　生まれ ４月　生まれ ５月　生まれ ６月　生まれ

７月　生まれ ８月　生まれ ９月　生まれ 10月　生まれ 11月　生まれ 12月　生まれ

【恋人・正】ときめきのサイ
ン。一緒にいると心が弾む
相手が現れる予感です。恋
愛への発展は焦らず、刺激
的なやりとりをじっくり楽し
んで。★新米



霊園管理事務所　〒273-0851　千葉県船橋市馬込町1120
な ご み の さ と れ い え んふ な ば し

2009年　PHP研究所より出版
著者：大念寺住職　大島　明サイン入りプレゼント

２８．５万円～２８．５万円～

アクセス　姉ヶ崎袖ヶ浦ＩＣより５㎞、木更津東ＩＣより５㎞
住　　所　袖ヶ浦市高谷１５３１
姉妹霊園「袖ヶ浦和みの丘霊園」は袖ヶ浦
の丘陵地に広がる恵まれた自然の中にあり
海抜45m以上の地山で地震に強く安心です。

永代使用料 １．５㎡

袖ヶ浦 和みの丘霊園
な ご み の お か れ い え ん

東
武
野
田
線

サミット マルエツ
●

●

●

● 馬込町
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市営霊
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馬込斎場入口
馬込斎場

至鎌ヶ谷駅
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印西線

8
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バス停「馬込斎場前」

馬込沢駅

至
中
山
競
馬
場

至
花
輪
イ
ン
タ
ー

デニーズ

鎌ヶ谷市

船橋市

船橋市

船橋市運動公園

大　念　寺

船
橋
我

孫
子
線

木下
街道 マクド

ナルド

現地ご案内開催中午前9時～午後5時（雨天実施）

船橋　和みの郷霊園　概要
所在地／千葉県船橋市馬込町1120
許可番号／船橋市第20-1号
総面積／約14,000㎡　　総区画数／1,139区画
設備／管理棟、法要堂、休憩所、水道設備、駐車場
事業主体／宗教法人　浄土宗　天上山　大念寺

T
V
ド
ラ
マ

「
遅
咲
き
の
ひ
ま
わ
り
」

ロ
ケ
地
に
な
り
ま
し
た 0120-39-6547

お問い合わせ・お申し込みは（資料請求）

ホームページ 　http://www.753.or.jp
な ご み

見学者の方へ
粗品進呈
＊本券持参の方

第314回
写経会

法要堂での家族葬法要堂での家族葬

な ご み の さ と れ い え んふ な ば し
FUNABASHI

NAGOMINOSATO
REIEN

な ご み の さ と れ い え んふ な ば し
FUNABASHI

NAGOMINOSATO
REIEN

これからの霊園　これからのお寺これからの霊園　これからのお寺

合同墓合同墓

管理棟管理棟

管理棟

法要堂

管理棟

東

西

第二区画

第一区画

法要堂

法要堂

大念寺本堂大念寺本堂

２０１４年（平成２６年）10月１日（水） （４）第１６６号

04-7146-7312

お墓選びは、よく見て、
  よく考えて
お墓選びは、よく見て、
  よく考えて

船橋　和みの郷霊園の6つの魅力
抜群の交通アクセス
JR船橋駅よりバスで15分、バス停「馬込斎場
前」下車すぐの好立地。最寄駅・東武野田線
「馬込沢駅」よりのんびり歩いて約12分と絶好
のアクセスです。

緑潤う豊富な自然環境
緑を多く取り入れた園内環境は来園者にやす
らぎと和みを提供します。

お墓は全て真東・真西向き
東はお釈迦様、西は阿弥陀様に見守られるあ
りがたい向きにお墓をたてることができます。

充実の近代的設備と管理体制
近代的なスタイルの管理棟と法要堂、休憩所、
駐車場を完備しており、管理人、僧侶が常駐して
おりますので、快適なお参りをサポートします。

園内はバリアフリー
全区画、どなたにもお参りしやすい、バリアフリー
設計を施しています。

安心の地震・津波対策
霊園は海抜25ｍ以上、地山に位置しておりますの
で、墓域全体が地震に強い設計となっています。
また、墓石は全て免震施工で建墓されております
ので安心です。
先の震災での被害は全くありませんでした。

船橋　和みの郷霊園の6つの魅力

お寺の直接管理だから安心！お寺の直接管理だから安心！

宗教・宗派不問

生前建墓可

和みの霊園はすべて宗教・宗派を問いません。
どなたでもお求めになれます。また、他の寺院僧侶
も入ることができます。

ご遺骨のない方でも、生前にお求めになれます。

寄付金なし
和みの霊園は、寄付金等一切ございません。

大念寺

「念々寄席」毎月中頃の木曜開催（茶菓付き300円）「写経会（500円）」「法話会（無料）」毎月第1日曜開催

大念寺

第 二 区 画第 二 区 画

1.5㎡

1.7㎡

2.0㎡

3.0㎡

4.0㎡

6.0㎡

面　積 向　き 永代使用料 年間管理料
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向

540,000円
600,000円
620,000円
680,000円
720,000円
800,000円

1,150,000円
1,290,000円
1,520,000円
1,680,000円
2,300,000円
2,500,000円

10,000円

12,000円

15,000円

18,000円

20,000円

30,000円

1.5㎡

2.0㎡

3.0㎡

4.0㎡

面　積
第 一 区 画第 一 区 画

向　き 永代使用料 年間管理料
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向

　完　売　　
540,000円
640,000円
720,000円
960,000円

1,080,000円
1,280,000円
1,440,000円

9,000円

12,000円

15,000円

17,000円

※第一区画の6.0㎡は完売しましたので、第二区画でお求めください。

「
和
み
の
郷
霊
園
」
永
代
使
用
料
・
年
間
管
理
料

（
永
代
使
用
料
に
は
消
費
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

  ご成約の方に
一冊プレゼント！
著者サイン入り
「本当の供養とは」
「どういきるのがいいのか」
 のヒントをくれる本。

●
出
版
数
、十
二
万
八
千
部
！

●
出
版
数
、十
二
万
八
千
部
！

大念寺で毎月開催の法話会
写経会・念々寄席には全国
から参加者が訪れます。馬込斎場に隣接の好立地馬込斎場に隣接の好立地

２千人以上を葬送したお坊さんのはなし２千人以上を葬送したお坊さんのはなし

「死んだらおしまい、
ではなかった」（PHP
刊）は発刊から４年
余り、じわりじわりと評
判を呼び、今年７月に
は12万8千部を突破
した。著者は浄土宗の
正僧正で天上山大念
寺の大島祥明住職。

新 合祠墓新 合祠墓

永代合同墓（御一人 10万円）完成永代合同墓（御一人 10万円）完成

法事会食法事会食 大念寺主催の
第277回 念々寄席
大念寺主催の
第277回 念々寄席

墓地全景
54万円～54万円～54万円～

永代使用料
 １．５㎡墓地全景 永代使用料
 １．５㎡

10万円10万円10万円永代祠堂料
（一霊）

永代祠堂料
（一霊）

合 同 墓

新 合祠墓
3万5千円3万5千円3万5千円

遺骨や位牌を共同墓地に合祀したお墓です。お墓を
継承する方がおられなくても、当霊園が責任を持って
永代供養と管理を行います。オプション設定もあります。

詳しくは管理事務所までご相談下さい。

法要法要

永代祠堂料
（一霊）

永代祠堂料
（一霊）

受付開始しました。
永代祠堂料3万5千円の『新 合祠墓』完成
受付開始しました。
永代祠堂料3万5千円の『新 合祠墓』完成

設

楽

安

便

環

方


